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牛糞とさとうきびの副産物であるバガスを原料として堆肥を製造・販売することで、本町の土づくりを促進し、農家の所得
向上に寄与できる。
また、島内から発生した原料にて堆肥を製造し、島内の圃場へ散布することで循環型農業の構築も図られる。

⑧写真及び図

面

実　績

目　標

３２年度
目標値

（３７年度）

堆肥販売量

目　標

実　績

平成３１年度（予定）
①堆肥の製造販売
②原料（牛糞）の回収

平成３２年度（予定）
①堆肥の製造販売
②原料（牛糞）の回収

⑦成果目標

（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度

特定財源名 （a）または（b）の名称 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度
①堆肥の製造販売
②原料（牛糞）の回収

計(a～d) 7,000,000 7,000,000 7,270,000 7,270,000 7,270,000

(d)一般財源 7,000,000 7,000,000 7,270,000 7,270,000 7,270,000

(c)地方債等

(b)県費

(a)国庫

④実施方法  　 □直接実施　　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費

【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度（予定） 32年度（予定）

財
源
内
訳

事業実施

（予定）年度
H30～H32

基本計画の該当個所 施策の柱１３－３

③事業内容

久米島町堆肥センターの運営経費。
平成２５年度より業務委託を行っており、その委託料及び業務委託契約に基づいた修繕料等の経費。

【働く】施策の柱１３

①予算事業名 堆肥センター運営事業 予算科目 ６－１－１０－１

基本構想上の位置づ

け上段：「島づくり

目標」　下段：「施

策の柱」

連携する産業振興

くらしの立つ農業地域づくり

②担当部課名 産業振興課


